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獅
子
神
楽
の
保
存
・
継
承
対

策
に
つ
い
て

質
問

青
年
や
町
民
に
よ
る
獅
子

神
楽
の
保
存
・
継
承
は
、
現
在
、

会
員
数
の
減
少
と
と
も
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
町
民
参
加
を
訴
え

か
け
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
若

手
町
職
員
の
協
力
も
必
要
と
考
え

る
。
無
形
文
化
財
を
閉
ざ
さ
な
い

為
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長

獅
子
神
楽
保
存
会
は
、
昭

和

年
８
月
に
正
式
に
発
足
。
昭

40
和

年
４
月
に
現
在
の
規
約
が
制

51
定
さ
れ
た
。
そ
の
構
成
は
、
全
町

民
が
会
員
で
現
在
も
行
政
区
単
位

で
活
動
資
金
を
応
援
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
町
の
貴
重
な
無

形
文
化
財
を
、
ま
ち
全
体
で
支
援

し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
の
現

わ
れ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

踊
り
手
や
お
囃
子
は
、
大
人
と

子
ど
も
を
合
せ
て

名
ほ
ど
で
、

60

今
年
の
新
十
津
川
神
社
の
祭
典
で

は
、

人
が
参
加
し
て
い
る
。

30
獅
子
神
楽
の
役
員
や
事
務
局

は
、
担
い
手
の
確
保
に
精
力
的
に

努
力
を
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
保
存
会
は
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
小
学
校
の
特
別
ク
ラ
ブ
で
獅

子
神
楽
の
指
導
体
制
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
た

ち
は
本
町
を
離
れ
て
い
く
ケ
ー
ス

が
多
く
、
地
元
に
残
っ
て
継
承
で

き
る
人
数
は
年
々
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
若
手
職
員
の
協
力
も
必

要
と
の
意
見
だ
が
、
現
在
も
何
人

か
の
職
員
は
踊
り
手
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
他
の
職
員
も
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
。
子
供
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域

団
体
活
動
に
参
画
し
て
い
る
の
が

実
情
で
、
私
の
方
か
ら
義
務
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

町
と
し
て
、
獅
子
神
楽
の
継
承

を
将
来
に
わ
た
り
強
く
願
っ
て
い

る
。
町
民
へ
の
啓
発
や
必
要
な
部

分
へ
の
支
援
を
し
て
、
保
存
・
継

承
を
し
て
い
き
た
い
。

若
者
の
定
住
促
進
対
策
に
つ

い
て

質
問

町
の
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
に
は
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、「
若
者
が
定
着

す
る
総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
、

若
者
世
代
の
人
口
増
加
を
図
る
。」

と
あ
る
が
、
対
策
と
し
て
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長

定
住
要
件
の
最
も
大
き
な

要
因
は
「
生
活
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
」、「
雇
用
・
就
労
の
場
の
確

保
」
で
あ
る
。
居
住
環
境
整
備
の

た
め
、
公
営
住
宅
の
新
築
や
既
存

公
住
の
適
正
維
持
管
理
、
新
築
公

住
に
は
町
民
が
入
居
し
や
す
い
選

考
や
民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
補
助
な

ど
住
宅
確
保
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

ま
た
、
雇
用
、
就
労
の
場
の
確

保
と
し
て
、
基
幹
産
業
の
農
業
に

お
い
て
、
ほ
場
整
備
に
力
を
入
れ
、

後
継
者
が
安
心
し
て
農
業
に
従
事

で
き
る
環
境
を
整
え
、
花
嫁
花
婿

対
策
、
担
い
手
対
策
も
講
じ
て
き

た
が
、
都
会
へ
の
流
出
が
止
ま
ら

ず
、
近
年
の
農
業
従
事
者
の
減
少

で
、
担
い
手
不
足
も
顕
在
化
し
始

め
て
い
る
。
総
合
的
な
担
い
手
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

農
業
公
社
の
設
立
に
つ
い
て
現
在

検
討
し
て
い
る
。
商
工
業
で
は
、

資
金
借
入
の
利
子
補
給
や
、
事
業

拡
張
の
際
の
支
援
制
度
を
用
意
。

成
果
は
み
え
な
い
が
企
業
誘
致
も

地
道
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
福

祉
分
野
に
お
い
て
は
、
吉
野
園
の

移
転
で

人
程
度
の
新
規
の
常
勤

10

雇
用
の
見
込
み
。
明
和
会
全
体
で

人
の
雇
用
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

197４
割
が
町
内
在
住
者
で
、
本
町
最

大
の
雇
用
機
会
窓
口
と
な
っ
て
い

る
。１

次
産
業
か
ら
３
次
産
業
ま

で
、
単
体
で
は
産
業
は
活
性
化
せ

ず
、
そ
れ
ら
の
関
連
性
か
ら
派
生

す
る
事
業
が
産
業
構
造
を
厚
く

し
、
そ
こ
に
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

若
者
の
定
住
に
特
効
薬
は
な
い

が
、
本
町
に
若
者
の
定
住
が
少
し

ず
つ
で
も
増
え
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
く
。

樋坂 里子議員

「無形文化財：獅子神楽」の保存・継承は
(必要な支援を図り保存に努める)

若者の定住対策
(特効薬はないが努力を傾注する)


